
目次  C O N T E N T S　　　　　　　　　　　　　　　　主な内容

◆梅雨・台風時期の災害に備えましょう

◆第21回 参議院議員通常選挙

◆南島原にゅーす

◆まちの話題

◆イベント情報

◆くらしの情報

◆南島原警察署からのお知らせ

・・・P2

・・・・・・・・・・・P3

・・・・・・・・・・・・・・・・・P4～7

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P8～9

・・・・・・・・・・・・・・・・・P10～11

・・・・・・・・・・・・・・・・・P18～19

・・・・・・P20～21

◆県南保健所からのお知らせ

◆ひまわりプラン

◆自衛官等を募集します

◆ふるさとの文化財

◆図書館だより

◆保健事業のご案内

◆市民カレンダー

・・・・・・・・・・・P22

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P23

・・・・・・・・・・・・・・・P24

・・・・・・・・・・・・・・・・・・P25

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P26

・・・・・・・・・・・・・・・・・・P27

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P28

南島原市中体連（剣道競技の部）南島原市中体連（剣道競技の部）

新しい南島原市の組織 人事異動を行いました（関連記事：P12～17）

行政と市民 市民と市民をつなぐ情報流通紙

No.015

平成19年７月1日発行

月号



広報 2007.７.13

 みんなで投票、みんなで参加、あなたの一票を大切に。

■他の市町村へ転出される人は 

　これから他の市町村へ転出される人は、次の方法で投票

することができます。

　参議院議員通常選挙の選挙区選挙の場合、下記の⑴、⑵

いずれの方法においても長崎県選挙区の選挙の投票となり

ます。ただし、転出先の市町村の選挙人名簿に登録された

方を除きますので、転出先の市町村選挙管理委員会に登録

の有無をご確認下さい。

⑴南島原市での投票

　●投票日当日は　　　　　南島原市の投票所

　●投票日の前日までは　　南島原市の期日前投票所

⑵転出先の市町村での投票

　●投票日の前日までに、

　　転出先の市町村の選挙管理委員会で不在者投票。

当選人の決め方 

1. 政党の得票総数に基づいてドント方式により、各政党

1. の当選人の数が決まります。なお、政党の得票総数は、

1. 候補者個人の得票と政党名の得票を合算したものです。

2. 各政党に分配された当選人のなかで、得票数のもっと

2. も多い候補者から順次当選人が決まります。

各政党が候補者名簿を届け出（当選順位は無し）

候補者名でも、

政党名でも投票できます

各政党の総得票数に応じて議席を比例分配し、候補者ごとの

得票数の順に当選人が決定

○ ○ 党

○ 本 ○ 郎

○ 山 ○ 太

○ 川 ○ 子

○ 田 ○ 江

△ △ 党

△ 木 △ 子

△ 水 △ 一

△ 野 △ 代

△ 中 △ 治

３人当選

○ ○ 党
　 ○ 山 ○ 太
　 ○ 田 ○ 江
　 ○ 本 ○ 郎
　 ○ 川 ○ 子

政党名の投票

400万票

120万票
100万票
80万票
60万票

40万票

○ ○ 党

○ ○ 党 の
総 得 票 数

○ ○ 党 候 補 者
個 人 の 得 票 数

政 党 名 の
得  票  数＝ ＋

△ △ 党 の
総 得 票 数

△ △ 党 候 補 者
個 人 の 得 票 数

政 党 名 の
得  票  数＝ ＋

当

当

当

２人当選

△△ 党
　 △ 野 △ 代
　 △ 水 △ 一
　 △ 木 △ 子
　 △ 中 △ 治

政党名の投票

300万票

90万票
70万票
50万票
30万票

60万票

当

当

○ 本 ○ 郎

　７月29日㈰は任期満了による参議院議員通常選挙の投票

日です。参議院議員通常選挙は『選挙区選挙』と『比例代

表選挙』の２種類の投票を行います。

　皆さんの意思を国政に反映させる大切な選挙ですので、

必ず投票しましょう。

■期日前投票・不在者投票ができます！ 

　投票は、投票日に投票所で行うのが原則ですが、次のよ

うな理由で都合の悪い人は、投票日の前に期日前投票・不

在者投票をすることができます。

①仕事の予定のある人や冠婚葬祭を催す予定のある人

②レジャーや買い物などで、投票日に投票区外に出かける人

③病気やケガ、妊娠などの理由で歩行が困難な人

■不在者投票について

●ほかの市町村で

　滞在中のほかの市町村でも不在者投票ができます。

●病院などで

　県選挙管理委員会が指定した病院・老人ホームなどに入院・

入所中の方で一定の要件に該当する場合は、施設の管理者

に申し出られると、その施設の中で不在者投票をすること

ができます。

●ご自宅で

　身体障害者手帳や戦傷病者手帳の交付を受けている人で

一定の要件に該当する人、または介護保険の被保険者証の

要介護区分が要介護５の人は、自宅などで投票し郵便でこ

れを送ることができます。

■投票所入場券をご確認下さい！ 

　投票所入場券は、７月13日㈮に自治会長さんを通じて配

布する予定です。投票の際は忘れずにお持ちください。

防 災

あなたは大丈夫ですか？
　　日ごろの備えが大事です

□懐中電灯・ラジオ（予備電池も忘れずに）

□水・食料
　（缶切り不要の缶詰やすぐに食べられるもの）

□救急医薬品
　（風邪薬、胃腸薬、ばんそうこう、生理用品）

□タオル・ティッシュ
　（せっけん、ウエットティッシュ）

□衣類（靴下、下着）

□生活用品（シート、ビニール袋、筆記用具）

□貴重品
　（現金、健康保険証、免許証、印かん）　

非常持ち出し品をチェック！

　長雨などによる地すべりやがけ崩れ、

台風による高潮浸水被害などが心配され

る季節になりました。防災意識をあらた

めて持ち、家庭や自治会などで事前の防

災対策をしておきましょう。

　避難場所などについては、各世帯に配布され

ている地区の『防災マップ』に掲載しています

ので、家族みんなで確認しましょう。

避難するときの心がけ

　早めの避難

避難指示などが出されたときはもちろんですが、危険を

感じたら早めに避難しましょう。

　火の元の確認

避難するときは、電気のブレーカーを落とし、ガスの元

栓は締めましょう。（停電の状態のまま避難すると、電気

やガスが復旧したときに火災の原因となります。）

　隣近所にひと声かけましょう

お互いに声をかけ合い、高齢者や体の不自由な人の手助

けをしましょう。

　運動靴とリュックサック

脱げにくい運動靴などで、リュック

に非常持ち出し品を入れ、避難しま

しょう。

家の内外の風水害対策

『防災マップ』をご確認ください！

梅雨・台風時期の災害に備えましょう

災害が起きたときは
最寄りの各総合支所へ
ご連絡ください

日時、場所、被災者の名前、被災状況および連絡先をお知らせください。
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　近年の社会情勢の変化に対応した今後の幼児教

育と市立保育所・幼稚園のあり方を検討する

◆募集人員　若干名

●設置時期（予定）　   ７月下旬

●会議の頻度　　　　月に２～３回程度

７月１日㈰～７月１３日㈮

両委員会ともに

委嘱の日から平成２０年３月３１日まで

　近年の社会情勢の変化に対応した今後の市立養

護老人ホームの経営のあり方を検討する

◆募集人員　若干名

応募用紙（各総合支所の窓口にあります。また

南島原市のホームページからもダウンロード

できます）により、次のいずれかの方法でお

申し込みください。

①郵送またはＦＡＸ

　〒859-2202　南島原市有家町山川58番地

　南島原市　行革推進室　あて

②電子メール

　gyoukaku@city .minamish imabara . lg . jp

●幼児教育と経営のあり方検討委員会（仮称） ●市立養護老人ホームの経営のあり方検討委員会（仮称）

※ほかに両委員会では、民間施設の経営者代表、保護者代表、学識代表等の委員の選任を予定しています。

　市では平成18年度に行政改革大綱および集中改革プランを策定し、行政改革に取り組んでいます。

　その中で、「民間でできるサービスは民間に任せる」との趣旨から、つぎの２つの検討委員会を設置し、

市立の保育所、幼稚園、養護老人ホームの民営化等、経営のあり方について検討することになりました。

　

　「社会を明るくする運動」が７月を強調月間運

動として全国的に展開されます。

　これは犯罪防止と罪を犯した人達の更生につい

ての理解を深め、それぞれの立場において犯罪の

ない明るい社会を築こうとするものであります。

　今年は特に「犯罪・非行の防止と更生の援助の

ため、地域住民の理解と参加を求める」ことに重

点がおかれています。

　そこで、この運動の行事の一環として中学生に

よる弁論大会を開催し、本運動に対する社会人の

理解と協力を得ようとするものです。右記のとお

り開催しますのでお気軽に足をお運びください。

　市内の子どもで泳げない子を少なくすること、また、子どもの体力低下防止

を目的として夏休み期間の下記日程で水泳教室を開催いたします。海に面する

「まち」に住む子どもたちが『きちんとした泳法を学び、水に親しみ、水難事故

の防止に少しでも役立つことが出来れば！』と計画しました。募集は対象とな

る学校を通じて対象学年へ行います。「対象学年」以外の学年については、相談

に応じますが、ご希望に添えない場合があります。�　 

●主　催　南島原市、長崎保護観察所、

●主　催　島原地区保護司会

●日　時　7月２５日 (水 )　１３時３０分開会

●場　所　ありえコレジヨホール（有家町）

●出場者　１６名（南島原市中学校各2名 )

●内　容　本弁論大会開催要綱の趣旨に照らし、

●内　容　少年の非行防止・健全育成、地域活動

●内　容　への参加等の論旨を重点としたもので、

●内　容　出場者の創作に限ります。

　女性団体が自主的に企画し、年間を通じて実施

　する事業

　補助金交付申請書・事業計画書・収支予算書など

　　

年額４０,０００円が限度です。

（予算の範囲内で決定します。）

　

　南島原市では、女性の自立や社会参加を促進することを目的として、

地域、自治会及び自主グループ等の女性団体が実施する学習会（女性学級）

を支援し、助成を行います。

　活動をしている人（団体）や、これを機会に計画される人（団体）はお問

い合わせください。

　開　催　地　 開 催 時 間 対 象 学 年 　お問い合わせ先　 　 電 話 番 号 　　 期 　 日 　

布津小学校プール
10：00～12：00 １～３年生 教育委員会 布津事務所

教育委員会 深江事務所

050ー3381ー5134

050ー3381ー5124

教育委員会 口之津事務所

教育委員会 加津佐事務所

050ー3381ー5184

050ー3381ー5194

７月21日㈯～23日㈪
13：00～15：00 １～３年生

西有家中学校プール 10：00～12：00 １～３年生 教育委員会 西有家事務所 050ー3381ー5154７月23日㈪～25日㈬

有家小学校プール 10：00～12：00 １～３年生

教育委員会 有家事務所 050ー3381ー5144

７月26日㈭～28日㈯

堂崎小学校プール 13：00～15：00 １～３年生７月26日㈭～28日㈯

蒲河小学校プール 10：00～12：00 １～３年生７月30日㈪～８月1日㈬

新切小学校プール 13：00～15：00 １～３年生７月30日㈪～８月1日㈬

南 有 馬 プ ー ル 10：00～12：00 ４～６年生 教育委員会 南有馬事務所 050ー3381ー5174８月２日㈭～４日㈯

北有馬中学校プール 13：00～15：00 ４～６年生 教育委員会 北有馬事務所 050ー3381ー5164８月２日㈭～４日㈯

口 之 津 プ ー ル 13：30～15：30 ４～６年生８月７日㈫～９日㈭

※下記の開催時間中は、各施設全コース水泳教室で貸し切りになり一般開放は致しませんのでご注意ください。
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　国民年金保険料を納めることが大変なときは未納のままにしておくのではなく、免除の申請をおすすめします。

　免除を受けているほうが、未納にしておくより、あなたの年金にとって断然有利です！！

　老人保健に加入している方で、平成18年中の所得が決定したことにより、平成19

年 8 月 1 日で負担区分が変更となる方は、「老人保健法による医療受給者証」等の

更新が必要になりますので各総合支所市民課市民班で更新の手続きをしてください。

　次の (ア )(イ )について、更新が必要な方には、個人あてに通知します。

　(ア )老人保健法　医療受給者証

　(イ )老人医療の限度額適用・標準負担額減額認定証

　

　現在お持ちの国民健康保険被保険者証（保険証）

は、平成19年 7 月31日で使用できなくなります。

新しい保険証は、7 月下旬に自治会長さんを通じ

て配布いたします。

　現在お持ちの保険証は、最寄りの総合支所市民

課市民班において、回収を行います。

　8 月 1 日以降にご持参ください。

　なお、ご都合により役所にご持参できない場合

は、本人またはご家族で責任をもって処分してく

ださい。本人において、処分される場合は、次の

点に注意してください。

※保険証等には、個人情報が記載されています。

　なるべく細かく切り処分してください。

　

　次の認定証等を保持している人は、下記の認定

証等も平成19年 7 月31日で使用できなくなりま

すので、総合支所市民課市民班で更新の手続きを

してください。

① 限度額適用・標準負担額減額認定証

② 限度額適用認定証

③ 特定疾病療養受療証
　

・印かん

・現在使用している各種認定証等

未 納

扶 養 な し

扶養人数 全額免除 4分の1納付 2分の1納付 4分の3納付

受給資格期間に入りません 年金額に反映されません

受け取る老齢基礎年金は区 分

年金を受けられない場合
もあります

納 付 猶 予※

（30歳未満の方）
受給資格期間に入ります 年金額に反映されません

保険料を納めたときと
同じ扱いになります

５７万円
（１２２万円）

９３万円
（１５８万円）

１４１万円
（２２７万円）

１８９万円
（２９６万円）

９２万円
（１５７万円）

１４２万円
（２２９万円）

１９５万円
（３０４万円）

２４７万円
（３７６万円）

１６２万円
（２５７万円）

１人扶養
（夫婦のみ）

３人扶養
（夫婦・子2人）

２３０万円
（３５４万円）

２８２万円
（４２０万円）

３３５万円
（４８６万円）

4分の3納付
（4分の1免除）

保険料の４分の３を納めると
受給資格期間に入ります

保険料の４分の３を納めると年
金額に６分の５が反映されます

保険料の4分の3を納めると保険料を
納めたときと同じ扱いになります

2分の1納付
（半額免除）

保険料の2分の1を納めると
受給資格期間に入ります

保険料の2分の1を納めると年
金額に3分の2が反映されます

保険料の2分の1を納めると保険料を
納めたときと同じ扱いになります

4分の1納付
（4分の3免除）

保険料の4分の1を納めると
受給資格期間に入ります

保険料の4分の1を納めると年
金額に2分の1が反映されます

保険料の4分の1を納めると保険料を
納めたときと同じ扱いになります

全 額 免 除 受給資格期間に入ります 年金額に3分の1が反映されます
保険料を納めたときと
同じ扱いになります

障害基礎年金や遺族基礎
年金を受け取るときは

老齢基礎年金を受けるた
めの資格期間には

※納付猶予は、20歳以上30歳未満で所得の低い人が、同居している世帯主の所得にかかわらず、本人と配偶

　者の所得が全額免除承認基準以下の場合に、申請により保険料の納付を後払いできる制度です。�   

　平成 9 年10月16日、脳死での臓器移植に途を

開く「臓器の移植に関する法律」が施行され、南

島原市では、臓器提供表示カードの普及に取り組

んでいます。

　今回の保険証の更新事務に併せて、保険証の裏

面に「臓器提供に関する意思表示をする欄」を設

けています。

　臓器移植は、善意による臓器の提供があっては

じめて成り立つ医療です。臓器提供をする意思も

提供しない意思も表示できます。この機会に、ご

家族と話し合われてみてはいかがでしょうか。

免除を受けた分は10年

以内なら後から納める

ことができます。（追納）

追納すると、65歳から

受け取る老齢基礎年金

の年金額を満額に近づ

けられます

３年目以降は当時の

保険料に加算がつき

高くなりますので、

お早目の追納をおす

すめします

２年を過ぎると納める
ことができません

後から保険料を納める
ことは

２失業、倒産、事業の廃止、天災などに

　あったことが確認できる人�

３障害者または寡婦であって、前年の所

　得が１２５万円以下の人

４生活保護法による生活扶助以外の扶助

　を受けている人

５特別障害者に対する特別給付金の支給

　に関する法律による特別障害給付金を

　支給されている人�

１申請者本人と申請者の配偶者、世帯主のいずれもの前年所得

　 が定められた基準以下に該当する人

※4分の1、2分の1、4分の3納付は社会保険料控除等の控除額によって変わります

免除申請の対象となる所得のめやす（　　）内は収入のめやす
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　６月４日㈪、深江町丙の旧深江駐在所で、江口警察署

長や元山副市長、地元の保護司などの関係者が集まり、「深

江地区安心安全まちづくりボランティアくすのき会」（薄

田藤和会長）の地域安心安全ステーション開所式が行わ

れました。これは旧深江駐在所を活用し、地域の防犯活

動の拠点とするもので、ボランティア団体が自主防犯活

動を行います。薄田会長は「犯罪やいじめなどから子ど

もを守れるよう、地域全体で取り組みたい」とあいさつ。

それに対し元山副市長は「ここを防犯活動の拠点とし、

パトロール活動や地域安全情報の発信など、自主防犯の

輪を広げていただきたい」と期待の言葉を述べました。

　今後は、子どもの悩みや保護者の相談などにも対応す

る予定で、「子どもの駆け込み場」としての役割も期待

されます。

　６月５日㈫、市立大野木場小学校で、島原農業高校の

生徒による「ふれあい動物園」があり、子どもたちは、

ふだん触れ合うことのない動物たちに恐る恐る餌をあげ

たり、ウサギや手のひらに乗るほどの小さなハムスター

をやさしく抱っこしたりして触れ合いました。

　農業高校生が、部活動の一環ということで、ボランテ

ィアで開催。指導された同校の山田先生によると「年間

30回以上、学校や施設などの訪問活動を行っています。

生徒の勉強にもなるし、とても喜んでいただいています」

と話されました。しかし馬のしつけなどはとても難しく、

まさに「真剣勝負」とのことですが、この日はやさしい

動きで子どもたちを背中に乗せていました。

　５月17日から29日まで、市内８カ所で市の職員を対

象にＡＥＤ（自動対外式除細動器）を使った「普通救命講

習会」があり、多くの職員が使用方法などを学びました。

　最近、いろんな場面で注目を集めているＡＥＤは、心

臓停止などの緊急事態に威力を発揮する注目の機器です。

　ＡＥＤの操作説明を含む普通救命講習は、市の行事や

学校のＰＴＡ活動などでも行われるようになりましたが、

まだの人はぜひ一度ご参加ください。あなたのその手で

大切な人の命を守るために…。

　５月19日㈯、布津町新田の国道沿いの休耕地で、市

の花「ひまわり」の種まきが行われました。これは南島

原環境循環ネットワーク（下田利春代表）が企画したもの

で、布津町内の保育園や幼稚園児、ボランティアなど約

１００人が参加。約12アールの畑には、目印となるロ

ープを張りながら、横一列に並んだ子どもたちの小さな

手で、種一粒一粒が丁寧に植えられていきました。

　このほか、有家町の消防署付近など市内各所にも種ま

きを行っており、市の花「ひまわり」の開花を待ちます。

花が咲くのはお盆ごろ（種をまいてから、おおよそ２カ月

程度）で、大空を見つめる大輪が待ち遠しいですね。

　５月20日㈰、ありえコレジヨホールで、ミュージカ

ル「天草四郎」の公演があり島原の乱という歴史的な舞

台の地元での公演に多くの来場者が訪れました。

　ミュージカルならではの歌と踊り、往時の衣装を身に

まとい、迫力ある島原の乱を見事に描ききった舞台は、

しばらくの間観客を乱の時代へ引きずり込みました。

　原城や日野江城などが世界遺産登録の暫定リスト入り

を果たし、注目をあつめる当地での開催に、観客からは

「地元での公演はとてもうれしい。感動しました」との

声が多く寄せられました。

　５月23日㈬、ありえコレジヨホールで「能登半島地

震災害支援チャリティーコンサート」が開かれ、約４０

０人の観客が太鼓や尺八、ギターと歌声のハーモニーで

楽しみました。このコンサートは深江町の和太鼓グルー

プ『和道・深江太鼓』（岩永和昭代表）が主催。雲仙普賢

岳噴火災害で全国から受けた温かい支援に対し、その恩

返しとして、「自然災害で被災した能登半島の被災者を

支援したい」との思いで開催されました。

　コンサートではプロの太鼓演奏者、林田博之さんや深

江太鼓の皆さんが力強い演奏で観客を圧倒。太鼓のあと

は田嶋直士さん、謙一さん親子の幻想的な尺八演奏、県

内在住の山口修さんのギターに合わせた奥さんの歌声が

響きました。最近ヒットした『千の風になって』が演奏

されると、会場は大きな歓声につつまれました。

　５月25日㈮、ありえコレジヨホールで、ＮＨＫラジ

オ第１の人気番組「上方演芸会」の公開録音が行われま

した。当日は不安定な天気でしたが、会場は早くから行

列ができるほどの人気ぶりで、約７００席の会場は満席

になりました。  

　この日のゲストは横山ホットブラザーズさん、酒井く

にお・とおるさん、今いくよ・くるよさん、プラスマイ

ナスさんらベテランから若手まで多彩なメンバーが会場

を笑いの渦に巻き込み、中でも長崎弁をおもしろおかし

くとらえたネタや、「島原の子守唄」を取り入れた漫才

には観客から大きな笑い声があがっていました。

　５月13日～27日までの３日間、雲仙市および諫早市

にて『全国クラブチームサッカー選手権大会長崎県予選

大会』が開催されました。３日間熱戦が繰り広げられる

中、有家ＦＣはチーム全員一丸となりよく走り、最後ま

でボールを追いかけ、見事初優勝の栄冠を手にすること

ができました。大会ＭＶＰにもゴールキパーの相川健太

郎選手（有家町久保）が選出されました。同九州大会は９

月22日㈯・23日㈰に雲仙市で開催され、全国大会出場

をかけ長崎県代表として出場しますので、皆さんの応援

をお願いします。
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林 田 　 武 吉

松 尾 　 　 強

佐 藤 　 由 美

吉 田 　 　 稔

隈 部 　 修 司

岩 永 　 伸 人

参事監兼課長

秘書班参事

秘書班副参事

秘書班副参事

広報広聴班参事

広報広聴班係長

広報広聴班主事

貞 方 　 　 学

　 　 　 三 郎

末 永 　 勝 信

松 尾 　 　 保

理事（行革推進担当）
兼室長

行革推進班副参事

行革推進班主査

行革推進班主査

水 島 　 文 昌

渡 部 　 　 博

伊 藤 　 幸 雄

吉 田 　 宗 生

大 久 保 聖 子

池 田 　 淳 一

綾 部 　 洋 一

石 川 　 伸 吾

宮 﨑 　 　 太

永 吉 　 共 泰

小 玉 　 博 　

参事監兼課長
（選管併任）

総務班参事
（選管併任）

総務班副参事
（選管併任）

総務班主事
（選管併任）

総務班電話交換手

防災交通班参事

防災交通班副参事

防災交通班主査

法規班参事

法規班副参事

法規班主査

井 口 　 健 士

林 田 　 利 昭

髙 原 　 　 洋

吉 田 貴 里 子

　 岡 　 俊 輔

景 山 　 拓 也

小 川 　 秀 太

吉 岡 　 宏 真

山 田 　 重 幸

伯 川 　 幹 雄

北 村 　 哲 也

隈 部 　 清 久

立 山 孝 一 郎

吉 岡 　 秀 訓

近 藤 　 慎 介

井 上 　 　 実

大 湊 　 　 学

山 室 　 一 賢

酒 井 　 雅 広

濵 本 　 浩 幸

佐 藤 　 一 志

渡 部 　 和 弘

中 村 　 一 郎

菅 　 　 雄 二

田 中 　 隆 之

太 田 　 幸 司

白 石 　 有 希

山 口 　 良 介

参事監兼課長

税制徴収班参事

税制徴収班副参事

税制徴収班主査

税制徴収班主事

税制徴収班主事

税制徴収班主事

税制徴収班主事

市民税班副参事

市民税班副参事

市民税班副参事

市民税班副参事

市民税班主査

市民税班主査

市民税班主査

市民税班主査

市民税班主査

市民税班主事

市民税班主事補

資産税班参事

資産税班副参事

資産税班副参事

資産税班副参事

資産税班主査

資産税班主査

資産税班主事

資産税班主事

資産税班主事
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福祉保健部地域福祉課 乳ガ浦老人ホーム

福祉保健部地域福祉課 和光園

教育委員会事務局 北有馬事務所

福祉保健部地域福祉課 西有家保育所

福祉保健部地域福祉課 北有馬保育所

福祉保健部地域福祉課 大江保育所

福祉保健部地域福祉課 吉川保育所

教育委員会事務局 有家事務所

教育委員会事務局 西有家事務所

教育委員会事務局 布津事務所

教育委員会事務局 深江事務所

建設課

管理課

学校教育課

生涯学習課

文化財課

上水道課

下水道課

教育総務課

農村整備課

農林課

福祉保健課

保護福祉課

水産課

地域福祉課

建設部

会計課

水道部

教育委員会事務局

農林水産部

役 職 名 氏 名役 職 名 氏 名役 職 名 氏 名役 職 名 氏 名役 職 名 氏 名役 職 名 氏 名

山 下 　 勝 也

松 藤 ふ み よ

宮 田 　 広 子

福 田 　 和 昭

植 木 千 賀 子

高 橋 　 一 恵

福 田 　 初 美

参事監兼所長

主幹

副参事（准看護師）

主査
（主任生活相談員）

支援員

支援員

調理員

本 多 　 和 人

中 山 　 明 子

伯 川 　 照 子

池 田 　 克 子

近 藤 寿 惠 子

龍 田 　 千 恵

相 川 　 美 紀

草 野 　 和 幸

近 藤 　 啓 司

所長

参事

参事（看護師）

支援員

支援員

調理員

支援員

調理員

調理員

原 賀 　 壽 昭

浦 部 　 宗 近

谷 口 　 　 誠

八 木 　 智 春

石 橋 　 德 子

事務所長

教育振興班主事

教育振興班主事

学校教育課
有馬小学校用務員

学校教育課
北有馬中学校用務員

林 田 三 千 子

佐 藤 利 惠 子

岩 本 　 昌 子

野 副 智 佐 子

福 田 　 あ や

梅 津 　 恵 里

居 原 　 末 子

松 本 　 裕 子

参事監兼所長

参事（保育士）

参事（保育士）

副参事（保育士）

副参事（保育士）

主事（保育士）

用務員

調理員

林 田 　 　 亨

宮 﨑 　 清 嘉

山 村 由 起 子

木 下 久 美 子

所長

参事（保育士）

参事（保育士）

参事（保育士）

林 田 　 　 明

石 江 　 千 代

松 永 　 瑞 枝

大江保育所長兼
吉川保育所長

大江保育所主幹

大江保育所参事
（保育士）

近 藤 　 妙 子吉川保育所参事
（保育士）

酒 井 　 博 文

吉 岡 　 純 子

植 木 健 一 郎

参事監兼事務所長

教育振興班参事

教育振興班主事

本 多 耕 太 郎

山 田 　 俊 秀

大 久 保 圭 洋

参事監兼事務所長

教育振興班参事

教育振興班主事

隣 　 　 良 平

松 本 　 英 世

草 野 　 正 士

事務所長

教育振興班参事

教育振興班主事

神 島 　 道 守

松 尾 　 澄 秀

小 林 　 道 昭

田 口 　 　 吾

末 吉 　 和 友

川 口 　 泰 司

植 木 　 真 広

竹 市 　 幸 成

隈 部 　 友 和

樫 本 　 賢 一

田 中 　 秀 純

寺 田 　 和 仁

酒 井 　 栄 三

髙 田 　 利 一

井 上 　 直 樹

喜 多 　 隆 一

理事兼課長

建設改良班参事

建設改良班副参事

建設改良班副参事

建設改良班副参事

建設改良班主査

建設改良班主査

建設改良班主事

建設改良班主事

建設改良班主事

維持防災班参事

維持防災班参事

維持防災班参事

維持防災班副参事

維持防災班主事

維持防災班主事

今 西 　 　 齋

谷 川 　 正 史

石 橋 　 貴 光

下 田 　 晃 弘

内 田 　 大 介

大 野 　 　 茂

川 田 万 希 男

小 関 　 雄 幸

森 﨑 　 幸 枝

山 田 　 哲 也

佐 々 木 　 航

理事兼課長

管理班参事

管理班主査

管理班主査

管理班主事

都市計画班副参事

都市計画班主事

用地班参事監

用地班参事

用地班副参事

用地班主査

松 藤 　 幸 利

山 本 　 栄 治

飛 永 　 一 豊

荒 木 　 治 重

永 吉 　 宏 大

菊 田 　 陽 一

中 村 百 合 子

林 田 　 義 博

金 子 　 道 和

野 口 の ぞ み

参事監兼課長

生涯学習班参事

生涯学習班参事

生涯学習班副参事

生涯学習班主査

生涯学習班主査

生涯学習班主事

スポーツ振興班
副参事

スポーツ振興班
主査

スポーツ振興班
主事補

但 馬 　 健 剛

松 本 　 慎 二

鬼 塚 　 俊 範

木 村 　 岳 士

荒 木 　 伸 也

伊 藤 　 健 司

本 多 　 和 典

参事監兼課長

文化財班副参事
(学芸員）

文化財班主査

文化財班主査
(学芸員）

文化財班主査
(学芸員）

文化財班主事
(学芸員）

文化財班主事
(学芸員）

黒 嶋 　 誠 人

森 永 　 茂 夫

近 藤 　 康 行

金 子 　 俊 介

友 永 　 利 光

兼 田 　 好 成

濵 田 　 秀 人

陣 川 　 和 士

金 子 　 修 二

参事監兼課長

総務班参事

総務班主査

総務班主査

整備管理班参事

整備管理班副参事

整備管理班主査

整備管理班主査

整備管理班主査

松 島 　 正 明

入 江 　 敏 夫

長 池 　 和 憲

岩 永 　 正 貴

福 田 　 武 久

松 藤 　 邦 夫

松 本 　 誠 也

田 口 　 千 早

宮 﨑 　 　 亮

参事監兼課長

総務班参事

総務班副参事

総務班主査

財務班参事

財務班副参事

財務班係長

財務班主査

財務班主査

白 倉 　 信 吾

森 　 　 宗 次

川 上 　 玲 子

林 田 　 澄 子

大 野 哲 一 郎

森 塚 　 光 明

参事監兼課長

会計班副参事

会計班参事

会計班参事

会計班副参事

会計班主査

太 田 　 文 子

宮 﨑 　 　 弘

植 木 　 和 美

近 藤 し ず 子

増 田 　 秀 美

勝 又 　 友 子

市 倉 　 久 美

中 村 　 　 健

黒 島 　 有 子

城 谷 　 純 子

松 山 　 由 香

永 池 　 豊 子

参事監兼課長

福祉保健班参事

福祉保健班参事
（保健師）

福祉保健班参事
（保健師）

福祉保健班副参事
（保健師）

福祉保健班副参事
(保健師）

福祉保健班副参事
（保健師）

福祉保健班主査

福祉保健班主査
(保健師）

福祉保健班主事
(保健師）

福祉保健班主事
(栄養士）

福祉保健班主事
(保健師）

小 玉 健 太 郎

永 田 　 和 彦

池 田 　 健 也

川 村 　 安 正

吉 田 　 英 雄

林 田 　 博 喜

石 橋 　 　 悟

佐 藤 　 勝 一

住 本 　 光 貴

参事監兼課長

保護班参事

保護班参事

保護班副参事

保護班主査

保護班係長

保護班主査

保護班主査

保護班主事

伊 藤 　 元 一

水 島 　 春 隆

山 下 　 貴 史

永 石 　 貴 雄

林 田 　 満 志

参事監兼課長

水産班参事

水産班主査

水産班主査

水産班主査

酒 井 　 　 久

森 山 　 博 之

加 島 　 正 和

門 畑 　 祐 紀

平 湯 　 慎 一

高 柳 　 泰 宏

岡 野 　 光 成

末 續 　 義 則

林 田 　 留 美

塩 士 　 敬 治

松 永 　 勝 也

永 吉 　 宏 行

楠 田 　 純 加

小 渕 　 智 治

瀬 川 　 愼 次

笹 田 　 由 美

伊 藤 　 文 博

課長

総務障害班副参事

総務障害班副参事

総務障害班主査

総務障害班主査

総務障害班主事

総務障害班主事

児童家庭班参事

児童家庭班参事

児童家庭班副参事

児童家庭班主査

児童家庭班主査

児童家庭班主事

高齢福祉班参事

高齢福祉班副参事

高齢福祉班副参事

高齢福祉班主査

日 向 　 勇 次部長

橋 本 　 文 典会計管理者

松 尾 　 政 光部長

井 口 　 敬 次教育次長

田 口 　 敏 之部長

　 山 　 正 弘

吉 田 　 幹 雄

狩 野 　 一 光

本 多 　 一 郎

藤 田 　 哲 也

栗 田 　 一 政

苑 田 　 和 良

鬼 山 　 博 久

上 田 　 勝 也

中 山 　 真 吾

山 下 　 敏 史

川 村 　 末 典

茂 　 　 利 男

小 関 　 克 稔

理事兼課長

農林班参事

農林班参事

農林班副参事

農林班副参事

農林班副参事

農林班副参事

農林班主査

農林班主査

農林班主事

農林班主事補

畜産班副参事

畜産班主査

畜産班主事

金 﨑 　 和 幹

本 多 　 秀 　

大 町 　 幹 博

松 島 　 一 喜

髙 橋 　 敏 広

本 多 　 博 英

松 尾 　 利 明

末 吉 　 純 一

宮 﨑 　 英 文

濵 本 　 育 雄

本 多 　 　 隆

大 平 　 康 共

天 本 　 　 貴

参事監兼課長

用地管理班参事

用地管理班参事

用地管理班副参事

農村整備班参事

農村整備班参事

農村整備班副参事

農村整備班主査

農村整備班主査

農地防災班主幹

農地防災班参事

農地防災班副参事

農地防災班主事

本 村 　 公 平

川 﨑 　 清 廣

末 続 浩 二 郎

山 﨑 　 繁 光

田 出 　 和 紘

荒 木 　 　 智

林 田 　 順 助

鬼 　 　 重 德

加 納 　 　 孝

川 島 　 伸 洋

課長

総務班参事

総務班副参事

総務班副参事

総務班副参事

総務班主事

整備管理班参事

整備管理班参事

整備管理班参事

整備管理班副参事

藤 原 　 国 喜

福 田 　 收 作

　 　 　 秀 康

太 田 　 　 理

植 木 　 勝 信

小 松 　 久 展

増 田 　 正 明

大 嵜 　 浩 平

小 山 　 寛 子

本 多 　 弘 和

大 嶋 　 博 之

課長

学校教育班主幹

学校教育班参事監
（課長相当）

学校教育班主幹

学校教育班主幹

学校教育班主幹

学校教育班参事

学校教育班主査

学校教育班主事

学校保健班参事

学校保健班主幹

山 口 　 　 信

野 原 　 文 博

小 谷 　 和 也

森 﨑 　 晃 臣

事務所長

教育振興班参事

教育振興班主事

教育振興班主事
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市民課

市民課

経済建設課

市民課

経済建設課

市民課

市民課

経済建設課

市民課

教育委員会事務局学校教育課 西有家幼稚園

経済建設課

経済建設課

市民課

経済建設課

経済建設課

教育委員会事務局 南有馬事務所

教育委員会事務局 加津佐事務所

教育委員会事務局 口之津事務所

教育委員会事務局学校教育課 北有馬幼稚園

派遣等職員

市民課

経済建設課

議会事務局

深江総合支所

布津総合支所

有家総合支所

北有馬総合支所

南有馬総合支所

口之津総合支所

加津佐総合支所

西有家総合支所

堂崎出張所

農業委員会事務局

監査委員事務局

役 職 名 氏 名役 職 名 氏 名役 職 名 氏 名 役 職 名 氏 名役 職 名 氏 名役 職 名 氏 名

古 瀬 眞 由 美

浅 田 　 邦 治

橋 本 　 美 保

渡 部 　 一 郎

永 川 　 賢 一

植 木 　 良 行

深 松 　 良 蔵

中 川 由 香 里

藤 田 　 千 鶴

小 谷 　 貴 仁

山 口 　 梨 沙

課長

総務班参事

総務班副参事

総務班副参事

総務班主査

市民班参事

市民班副参事

市民班副参事

市民班主査

市民班主事

市民班主事

相 良 　 哲 春

岩 永 美 智 子

荒 木 　 一 弘

田 口 　 敏 夫

杉 本 久 美 子

林 田 　 博 通

泉 　 淳 一 郎

岡 　 　 寿 彦

松 浦 　 真 美

太 田 　 由 紀

市 山 　 知 美

課長

総務班参事

総務班副参事

総務班副参事

市民班参事

市民班参事

市民班参事

市民班主査

市民班主査

市民班主事

市民班主事

高 稲 　 康 示

綾 部 　 吉 富

平 湯 　 美 和

林 田 　 昭 義

松 坂 　 　 龍

五 島 　 裕 一

宮 本 　 和 明

林 田 　 直 幸

白 石 　 勝 也

参事監兼課長

経済班副参事

経済班主査

経済班主査

経済班主事

建設班副参事

建設班主査

水道班主査

水道班主査

吉 田 　 英 一

末 續 　 正 司

末 続 　 修 子

大 﨑 　 玄 勝

永 田 由 美 子

小 林 　 祐 子

福 田 眞 由 美

佐 野 　 信 子

山 本 　 忠 介

金 子 　 　 誠

課長

総務班参事

総務班参事

総務班主査

市民班参事

市民班参事

市民班参事

市民班副参事

市民班主査

市民班主事

福 田 　 幸 一

松 尾 　 修 一

太 田 　 誠 二

松 尾 　 健 作

田 中 　 健 一

相 良 　 　 保

氏 原 　 豊 喜

河 合 　 金 吾

参事監兼課長

経済班副参事

経済班主査

経済班主事

建設班主査

水道班参事

水道班主査

水道班主査

山 村 　 義 則

末 永 　 　 透

森 塚 　 由 嘉

荒 木 　 圭 介

溝 田 ま ゆ み

森 永 チ ハ ル

永 友 　 須 美

池 田 　 あ や

本 田 　 正 幸

課長

総務班副参事

総務班主査

総務班主事

市民班参事

市民班参事

市民班副参事

市民班主査

市民班主査

七 條 　 義 治

竹 馬 　 敏 明

松 尾 　 篤 行

林 田 　 梨 惠

永 野 千 賀 子

植 木 茂 登 子

永 吉 　 敏 彦

梅 枝 　 誠 二

深 堀 　 和 孝

参事監兼課長

総務班副参事

総務班主査

市民班参事

市民班参事

市民班参事

市民班副参事

市民班主査

市民班主事

永 野 　 義 和

岡 野 　 博 明

山 田 　 　 久

岡 野 　 俊 作

佐 藤 　 守 謹

田 中 　 宏 和

井 関 　 俊 文

植 松 　 裕 人

竹 下 　 耕 平

参事監兼課長

経済班副参事

経済班副参事

経済班副参事

経済班主事

建設班主査

水道班主査

水道班主査

水道班主事

金 子 　 信 雄

近 藤 　 一 秀

本 多 　 　 守

永 田 　 麻 真

島 田 　 弘 康

寺 田 　 　 秀

山 下 　 保 子

本 村 　 光 惠

森 野 　 　 直

江 越 　 嘉 夫

中 村 　 智 美

本 多 美 和 子

参事監兼課長

総務班参事

総務班副参事

総務班副参事

市民班参事

市民班参事

市民班参事

市民班副参事

市民班副参事

市民班主査

市民班主査

市民班主査

近 藤 チ ヅ 子

平 湯 　 　 文

佐 藤 ち づ や

参事（教諭）

副参事（教諭）

副参事（教諭）

相 川 　 壽 勝

伊 﨑 津 與 志

大 村 由 美 子

吉 田 　 哲 也

安 達 　 喜 明

吉 田 　 賢 広

植 川 　 義 弘

島 村 　 拓 也

酒 井 　 新 吾

課長

経済班参事

経済班参事

経済班副参事

建設班参事

建設班主査

水道班参事

水道班主事

水道班主事

大 町 差 徒 史

一 ノ 瀬 文 孝

円 口 　 健 朗

円 口 　 智 仁

林 田 　 英 伸

柘 植 　 善 和

日 向 　 耕 治

池 田 　 裕 二

菅 藤 　 光 浩

課長

経済班副参事

経済班主査

経済班主事

経済班主事

建設班副参事

建設班主査

水道班主査

水道班主査

大 橋 　 博 之

山 﨑 　 康 徳

山 下 　 秀 顕

湯 田 　 繁 子

本 多 　 直 美

吉 岡 　 康 子

山 田 　 秀 明

池 田 　 英 司

末 吉 　 祐 子

課長

総務班副参事

総務班主査

市民班主幹

市民班参事

市民班参事

市民班副参事

市民班主事

市民班主事

中 島 　 愼 一

伊 藤 　 治 德

平 川 　 智 博

宮 﨑 慎 太 郎

江 口 　 博 伸

平 田 　 健 策

宮 﨑 　 託 也

森 塚 　 義 文

参事監兼課長

経済班参事

経済班主査

経済班主事

建設班参事

建設班主査

水道班副参事

水道班主査 志 方 　 一 芳

永 田 　 健 三

田 中 ス ミ 子

参事監兼事務所長

教育振興班副参事

教育振興班参事

平 木 　 清 隆

山 平 　 清 子

松 浦 　 　 強

参事監兼事務所長

教育振興班参事

教育振興班主査

福 田 　 秀 憲

田 口 　 克 哉

成 末 　 　 剛

事務所長

教育振興班参事

教育振興班主査

本 田 惠 美 子

岡 田 　 久 子

本 多 　 孝 子

林 田 ひ と み

参事（教諭）

副参事（教諭）

副参事（教諭）

主査（教諭）

上 田 　 雅 英

中 島 　 健 史

柴 原 　 雄 治

上 田 　 敬 昭

草 野 　 幸 子

柘 　 　 雅 彦

満 島 由 紀 夫

吉 岡 　 元 子

山 口 　 朋 子

久 木 田 千 佐

宮 﨑 　 信 一

上 田 　 佳 奈

課長

総務班副参事

総務班主査

総務班主査

総務班主事

市民班参事

市民班主査

市民班主査

市民班主事

市民班主事

市民班主事

市民班主事補

濵 本 　 和 弘

浅 野 　 　 工

下 田 　 　 猛

鳥 瀨 　 美 智

永 田 　 恭 教

永 石 　 和 也

吉 永 　 幸 徳

大 久 保 伸 恭

課長

経済班副参事

経済班主査

経済班主査

建設班副参事

建設班主査

水道班副参事

水道班副参事

堀 田 　 　 幸

田 中 　 充 敏

森 　 　 貴 之

長 谷 川 　 功

松 尾 　 和 弥

吉 武 　 洋 謙

丸 山 浩 一 郎

本 多 　 史 親

鐘 ケ 江 　 誠

林 　 誠

山 本 　 宙 史

田 中 　 　 徹

本 多 　 　 守

笹 田 　 真 二

金 子 憲 太 郎

本 田 新 太 郎

本 多 　 　 修

髙 栁 　 末 孝

島原地域広域市町
村圏組合　参事

島原地域広域市町
村圏組合　主査

島原地域広域市町
村圏組合　主査

島原地域広域市町
村圏組合　主査

島原地域広域市町
村圏組合　主事

島原地域広域市町
村圏組合　主事

島原地域広域市町
村圏組合　主事

島原地域広域市町
村圏組合　主事補

県央県南広域環境
組合　主査

雲仙・南島原保健
組合　参事

後期高齢者医療
広域連合　主査

長崎県観光振興推
進本部　主査

長崎県物産流通推
進本部　副参事

長崎県市町振興課
主事

組合専従　参事

組合専従　主査

総務部人事課付
主幹

総務部人事課付
主事

増 田 　 嘉 文

吉 岡 　 和 紀

寺 山 　 英 代

成 松 　 洋 子

総務班副参事

議事班参事

議事班参事

議事班副参事

中 村 　 博 史事務局長

永 石 　 輝 邦総合支所長

平 川 　 忠 昭総合支所長

石 橋 　 忠 利総合支所長

川 島 　 進 一総合支所長

七 條 　 和 久総合支所長

本 多 　 二 郎総合支所長

森 川 　 重 利総合支所長

山 﨑 　 幸 成総合支所長

伊 藤 　 保 久参事監兼出張所長

増﨑　由美子出張所副参事

藤 田 信 一 郎事務局長

草 野 　 幸 枝

笹 田 　 　 勝

監査班参事監

監査班副参事

吉 田 　 　 猛事務局長

森 﨑 　 一 成

田 中 　 英 樹

渡 部 　 裕 輔

水 田 　 　 雄

野 中 美 和 子

農務班参事監

農務班主査

農務班主事

農政班主幹

農政班副参事

中 村 　 吉 　

松 嶋 　 嘉 治

小 嶋 　 潤 一

田 中 　 啓 輔

松 島 　 由 明

中 村 　 浩 治

川 村 　 義 弘

大 竹 　 安 忠

田 中 　 知 伸

参事監兼課長

経済班副参事

経済班主査

経済班主査

建設班参事

建設班副参事

水道班副参事

水道班参事

水道班主査
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南島原市
の人口
南島原市
の人口
南島原市
の人口

お問い合わせは

南島原市役所

☎050-3381-5000

深江総合支所

☎050-3381-5120

布津総合支所

☎050-3381-5130

有家総合支所

☎050-3381-5140

西有家総合支所

☎050-3381-5151

北有馬総合支所

☎050-3381-5160

南有馬総合支所

☎050-3381-5170

口之津総合支所

☎050-3381-5180

加津佐総合支所

☎050-3381-5190

人

平成19年５月末日現在（住基人口）

55,217（－56）

25,923（－26）

29,294（－30）

18,667（＋ １）

男 性

女 性

世帯数
（　）前月比

脳梗塞（こうそく）を早く見つけるために月

脊柱管の内視鏡手術火

水イボの治療

毛虫皮膚炎

水

木

はじめての入れ歯金

中高年の性生活の知恵土・日

※祝日は、前日のテープが流れます。

※診療時間は午前９時から午後５時までです。

※変更になる場合がございますので、お電話でご確認ください。

電話番号休日在宅当番医日

65-7100北有馬クリニック
８日

１日

北有馬町

82-2225内 田 医 院 西有家町

86-2200口 之 津 病 院
15日

口之津町

82-0993池田循環器科内科医院 有家町

85-3690菜の花クリニック 南有馬町

72-2023明島整形外科医院 布津町

町 名 電話番号休日在宅当番医日 町 名

86-4443しおた内科胃腸科医院
16日

22日

口之津町

72-5111

85-2002

82-8822

布 井 内 科 医 院

本多南光堂医院

石 川 内 科 医 院

深江町

南有馬町

西有家町

電話番号休日在宅当番医日 町 名

7 月の休日在宅当番医7 月の休日在宅当番医

87-2028栗 原 医 院
29日

加津佐町

82-2430いその産婦人科 西有家町

　南
島
原
市
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募
集

●
募
集
団
地

　
西
有
家
上
の
原
団
地
　
　（
１
戸
）

　
南
有
馬
吉
川
団
地
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１
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）

　
南
有
馬
新
砂
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２
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南
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新
三
崎
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１
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１
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１
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津
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１
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加
津
佐
旭
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地
　
　
　
　（
４
戸
）

●
募
集
期
間
　
７
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮

●
入
居
条
件
　
収
入
や
保
証
人
が
必

　
要
な
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の
い
く
つ
か
の
条
件
が
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り
ま
す
の
で
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せ
く
だ
さ
い
。

●
申
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書
類

①
申
込
書
（
市
役
所
に
あ
り
ま
す
）

②
住
民
票
（
世
帯
全
員
分
）

③
所
得
証
明
書
な
ど
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入
状
況
を
証

　
明
す
る
も
の
（
世
帯
全
員
分
）

④
納
税
証
明
書

※
入
居
資
格
要
件
を
満
た
し
た
申
込

　
者
の
数
が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場

　
合
は
、
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
（
抽
選
日
７
月
20
日
㈮
・
午
後
２

　
時
南
有
馬
総
合
支
所
３
階
会
議
室
）

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
南
島
原
市
建
設
部
管
理
課

　
☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
６
６

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
経
済
建
設
課

県
職
員
と
警
察
官
を
募
集
し
ま
す

●
県
職
員

①【
短
大
卒
業
程
度
】学
校
栄
養
職
員

②【
高
校
卒
業
程
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】一
般
事
務
、
教

　
育
事
務
、
警
察
事
務
、
土
木

●
警
察
官

③【
警
察
官
Ⅲ
類（
男
性
・
女
性
）】

●
受
験
資
格
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案
内
は
長
崎
県

　
ホ
ー
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ペ
ー
ジ
に
掲
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す

●
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６
日
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日
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●
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②
９
月
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日
㈰
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日
㈰

※
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日
㈫
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関

　
で
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験
案
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・
申
込
書
を
配
布
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入
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も
で
き
ま
す
。

　h
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▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
５
（
８
９
４
）
３
５
４
２

　宝
く
じ
の
購
入
は
県
内
で
！

　
県
内
で
販
売
さ
れ
た
宝
く
じ
の
収

益
金
は
、
道
路
や
学
校
、
公
園
の
整

備
な
ど
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

通
じ
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。

【
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
】

●
発
売
期
間

　
７
月
19
日
㈭
〜
８
月
７
日
㈫

●
価
　
格
　
３
０
０
円
（
１
枚
）

●
当
選
本
数
　

▽
１
等
（
２
億
円
）
42
本 

▽
１
等
の

前
後
賞
（
５
０
０
０
万
円
）
84
本 

▽

２
等（
１
億
円
）
84
本 

▽
３
等（
１
０

０
０
万
円
）１
２
６
本 

▽
ビ
ッ
グ
サ

マ
ー
賞（
１
０
０
万
円
）４
２
０
０
本

※
以
上
は
42
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

●
抽
選
日
　
８
月
16
日
㈭

▼
お
問
い
合
わ
せ
　
長
崎
県
財
政
課

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
１
７
１

障
害
者
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

　
市
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
保
健
福
祉
手
帳
を

所
持
し
て
い
る
人
に
障
害
者
見
舞
金

を
支
給
し
ま
す
。
す
で
に
口
座
振
込

手
続
き
が
完
了
さ
れ
て
い
る
人
に
つ

い
て
は
指
定
の
口
座
へ
振
り
込
み
ま

す
。
ま
た
、
窓
口
支
給
を
希
望
さ
れ

る
人
に
つ
い
て
は
別
途
通
知
を
い
た

し
ま
す
。

●
支
給
日
　
８
月
10
日
㈮

　（
支
給
基
準
日
　
７
月
１
日
）

●
支
払
方
法

　
指
定
の
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す

●
金
　
額
　
３
０
０
０
円（
年
１
回
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
　
各
総
合
支
所
　

　
市
民
課
市
民
班
ま
た
は
福
祉
事
務

　
所
地
域
福
祉
課
総
務
障
害
班

　
☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
５
１

巡
回
法
律
相
談
所
開
設

　
長
崎
県
弁
護
士
会
の
巡
回
法
律
相

談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
民
事
・
家

事
・
刑
事
・
行
政
等
に
関
す
る
す
べ

て
の
法
律
相
談
が
で
き
ま
す
。

【
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。】

●
日
　
時

　
７
月
18
日
㈬
　
午
後
１
時
〜
５
時

●
場
　
所
　
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

●
定
　
数
　

　
８
名(

必
ず
予
約
し
て
下
さ
い)

※
７
月
２
日
か
ら
予
約
受
付
し
ま
す
。

※
内
容
に
よ
っ
て
は
受
付
で
き
な
い

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
　
企
画
振
興
部

　
人
権
・
男
女
共
同
参
画
室

　
☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
３
５

『
看
護
学
校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
（
島
原
市
医
師
会
）』

を
行
い
ま
す

　
看
護
学
校
に
入
学
を
希
望
す
る
人
、

ま
た
は
そ
の
ご
家
族
や
学
校
を
見
学

し
た
い
人
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
　
時
　
８
月
８
日
㈬

・
１
回
目
　
午
前
10
時
〜

・
２
回
目
　
午
後
１
時
〜

●
場
　
所
　
島
原
市
医
師
会
看
護
学
校

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
准
看
護
科 

☎
０
９
５
７（
６
４
）１
６
１
３

　
看 

護 

科 

☎
０
９
５
７（
６
５
）０
７
３
１

『
甲
種
防
火
管
理
再
講
習
会
』

●
日
　
時
　
７
月
25
日
㈬
　

　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

●
場
　
所
　
島
原
市
新
馬
場
町
８
７

　
２
番
地
２
　
島
原
広
域
消
防
本
部

　
４
階
　
多
目
的
ホ
ー
ル

●
受
講
料
　
２
８
０
０
円

　（
講
習
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
）

●
申
込
期
間

　
７
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮

●
申
込
先
　
消
防
本
部
予
防
課
ま
た

　
は
最
寄
り
の
消
防
署
お
よ
び
分
署

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
島
原
広
域
消
防
本
部（
予
防
課
直
通
）

　
☎
０
９
５
７
（
６
２
）
５
８
５
７

※
な
お
、
当
講
習
会
は
「
甲
種
防
火

　
管
理
者
資
格
取
得
（
新
規
）
講
習

　
会
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

　
注
意
く
だ
さ
い
。

『
第
６
回
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
試
験
』

　
長
崎
県
内
に
お
い
て
公
共
下
水
道

の
水
洗
化
を
行
う
な
ど
の
排
水
設
備

工
事
は
、
日
本
下
水
道
協
会
長
崎
県

支
部
が
認
定
し
た｢

下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者｣

が
専
属
す
る

工
事
店
で
、
か
つ
市
長
が
排
水
設
備

指
定
工
事
店
と
し
て
指
定
し
た
工
事

店
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
こ
の
県
下
統
一
の
試

験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
日
　
時

　
11
月
18
日
㈰
　
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
　
所
　

【
長
崎
会
場
】
長
崎
市
立
桜
馬
場
中
学
校

【
佐
世
保
会
場
】
県
立
佐
世
保
工
業
高
等
学
校

●
受
験
資
格
　
①
満
20
歳
以
上
、

　
②
学
歴
に
応
じ
て
、
下
水
道
の
実

　
務
経
験
が
必
要
で
す

●
試
験
内
容
　
下
水
道
の
一
般
的
分

　
野
お
よ
び
技
術
的
分
野

●
受
付
日
時
　
８
月
６
日
㈪
〜
17
日
㈮

　（
土
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

●
受
験
料
　
８
０
０
０
円

●
実
施
団
体
　
日
本
下
水
道
協
会
長

　
崎
県
支
部（
責
任
技
術
者
試
験
担
当
）

　
☎
０
９
５
（
８
２
９
）
１
１
８
３

▼
申
込
書
配
布
・
提
出
先
・
お
問
い

　
合
わ
せ
　
〒
８
５
９
ー
２
４
１
２

　
南
島
原
市
南
有
馬
町
乙
１
０
２
３

　
番
地
　
南
島
原
市
水
道
部
下
水
道
課

　
☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
７
１

『
優
良
運
転
者（
　
年
以
上
）表
彰
』

　
南
島
原
市
交
通
安
全
協
会
で
は
、

自
動
車
（
二
輪
車
を
含
む
）
の
運
転

履
歴
が
15
年
以
上
の
人
で
、
自
己
の

責
任
に
よ
る
交
通
事
故
歴
が
10
年
以

上
な
く
、
か
つ
、
交
通
違
反
歴
が
５

年
以
上
な
い
人
を
対
象
に
表
彰
を
行

い
ま
す
。
表
彰
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
発
行
の

「
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
」
を
添

え
て
、
南
島
原
市
交
通
安
全
協
会
へ

申
し
出
で
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格
　
南
島
原
市
交
通
安
全

　
協
会
の
会
員
に
限
り
ま
す

●
申
込
締
め
切
り
　
９
月
５
日
㈬

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
南
島
原
市
交
通
安
全
協
会

　
☎
０
９
５
７
（
８
６
）
５
１
６
２

15

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
次
の
皆
さ
ま
か
ら
、
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
敬
称
略
ー
　

▼
一
般
寄
付

・
太
田
ト
シ
ヱ
（
加
津
佐
町
乙
）

・
酒
井
　
初
好
（
加
津
佐
町
己
）

▼
指
定
寄
付（
図
書
購
入
費
と
し
て
）

・
中
村
　
　
猛
（
南
有
馬
町
乙
）

・
南
島
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　（
北
有
馬
町
丁
）

※
お
詫
び
と
訂
正﹇
広
報
南
島
原
６
月
号
﹈

▼
教
育
寄
付（
図
書
購
入
費
と
し
て
）

誤
・
平
　
美
智
子
（
口
之
津
町
丙
）

←正
・
故  

平
　
兼
雄

　﹇
代
理 

平 

美
智
子（
大
村
市
武
部
町
）﹈

●場所　【口之津体育館】

●日時

　７月13日㈮・20日㈮・23日㈪・

　27日㈮・30日㈪

　８月３日㈮・６日㈪・10日㈮

　午後８時～10時

●対象者

　18歳以上の一般社会人

●参加料　１，５００円

　（スポーツ保険料として）

●締め切り　７月９日㈪まで

※ジュニアバドミントン教室　

　開校のお知らせ

　７月23日～８月９日までの

　月・金曜日（17：00～18：00）

　月・土曜日（12：30～13：30）

▼お申し込み・お問い合わせ　

　口之津バドミントンクラブ（飛永）

　☎・℻ ０９５７-８６-５１６８

　毎年８月９日は、
原爆犠牲者のご冥福
をお祈りし、平和へ
の誓いを新たにする
「県民祈りの日」です。
原爆投下時刻の午前
11時２分に、家庭や
職場で１分間の黙と
うをささげましょう。

県民祈りの日

平
成
19
年
５
月
分
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募
　
　
　
　
集

募
　
　
　
　
集
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ら 

せ

お 

知 

ら 

せ

長　崎 ☎095-826-5511
佐世保 ☎0956-23-4300

健康テレホンサービス
７月のテーマ



　子どもだけでなく大人も注意が必要です。大人

の水難事故で多くみられるのが、飲酒しての転落

事故です。お酒を飲んでちょっとトイレに…と船

溜りなどへ行き、酔いの影響でバランスを崩して

海中に転落するといった事故も発生していますの

で十分注意しましょう。

　家の周囲にも危険なところがたくさんあります。

子どもたちは危険な場所ほど興味をひかれるもの

ですが、危険かどうかの判断ができません。実際

に現場を見せて具体的な指導をしておくのも事故

を防止するひとつの方法です。

●防波堤や船溜り

●柵や囲いのない池や堀・防火水槽など

●ふたの無い井戸や下水道・用水路など

●少しの量でも、アルコールを口にしてからの運

　転は絶対にやめましょう。

●お酒を飲んだ後、「これくらいなら大丈夫」「も

　う酔いはさめただろう」との考えは絶対にやめ、

　車を運転しないという強い意志を持ちましょう。

●歩いている高齢者を見かけたら、減速・徐行するな

　ど「思いやり」を持った運転を心がけましょう。

●高齢運転者は、自分の身体能力や体調に合った、ゆ

　とりのある運転をしましょう。

●70歳以上の運転者は、「高齢者マーク」をつけて運

　転するように努めましょう。

ハンドルキーパーとは、自動車で仲間と飲食店など
に行く場合に、お酒を飲まないで、仲間を自宅まで
送り届ける人のことです。

梅雨が明けると、いよいよ夏本番。特に子どもたちにとっては、楽しい夏休みが待っています。

夏は、海水浴や川・プールなどでの水遊びなど自然と親しめる季節ですが、ちょっとした油断から事故に

遭遇し、悲惨な結果を招くことになりますので、以下の点に注意しましょう。　　　

　大人の水の事故で意外と多いのが「魚釣り中」

の事故です。

　「自分だけは大丈夫」と過信したり、天候が悪

くなっても「せっかく来たのだから」と無理をし

ないことが大切です。

●磯釣りは高波と足場に注意し、必ず救命胴衣を

　付ける

●ボートや小舟は、ルールを守り、安全備品の積

　み込みなどを確認する

●天候の変化に十分注意し、決して無理をしない

　事故が起きたとき、子どもたちだけで助けよう

として、よく二重事故を起こします。

大人の助けを呼ぶなど、どうしたらいいのかとい

うことを日頃から教えておくことが大切です。

　子どもの水難事故で最も多

いのが、海や川での水遊びに

よるものです。

　子どもたちは、遊びに熱中

するほど周囲の状況が目に入

らなくなります。

　したがって、ひとり遊びを

させないことが最も大切です。

●保護者がしっかり監視する

●波の高い岩場や、川の流れが急な所には近寄ら

　せない

水の事故にご注意!!

　特定非営利活動法人（ＮＰＯ）「長崎被害者支援センター」は、犯罪や事故の被害者、およびそのご家

族やご遺族の方々の支援をするために設立された民間のボランティア団体で、警察や関係機関と連携し、

それらの方々の支援活動を行っています。

　暴力団や総会屋等の反社会的勢力は、企業を狙っています。

　暴力団等の不当要求は小さな危機であり、対応を誤らなければ企業の被害は少しで済みます。しかし、体面

や信用を重んじて、暴力団等にお金を渡してその場しのぎの解決を図れば、企業自体が加害者となる反社会的

行為として非難され、企業の存続を左右する大きな危機となるのです。

　近年、暴力団等はその実態を隠し、政治・人権・環境団体を仮装して企業に接近し、機関紙 ( 誌 ) の購読要

求から企業のミスやスキャンダルに付け込んだ金銭要求などあらゆることに因縁を付けて企業を食いものにし

ようとします。

暴力団等は、ローリスク・ハイリターンの理論で対応力の弱い企業を集中的に攻撃し、最近では、指導監督権

を有する行政機関に揺さぶりをかけて、企業攻撃に利用する「行政対象暴力」も増加傾向にあります。　

反社会的行為は、企業の命取りになることを全社員が自覚する。

トラブルを当事者任せにすることなく、不当要求に対応するセ

クションによる組織的な対応を行う。

初期段階の対応の不備は解決を遅らせたり、困難にします。

不当要求を受けた時点で早めに警察、暴追県民会議、弁護士等

へ相談して、解決方針や対応要領の教示を受ける。

　誰もが「暴力団のいない安全な社会を築きたい」と願っていますが、暴力団等は警察の取り締まりや市民の

運動にもめげず、その勢力を温存し続けています。

　その大きな原因は、暴力団等がその資金源の根を社会に深く張り巡らせていることであり、未だに暴力団や

総会屋などの反社会的勢力を利用し、資金を提供する企業等が存在するからなのです。企業の責任ある対応で

資金源の根を断ち、暴力団等を枯らすことで、安全な社会を築きましょう。

●研修を受けた電話相談員による電話

　相談

●臨床心理士、精神科医、弁護士等に

　よる面接相談

●裁判傍聴等の付き添い

特定非営利活動法人（ＮＰＯ）
「長崎被害者支援センター」

電 話 相 談 受 付

大 人 の 水 難 事 故

家　の　周　囲

魚　　釣　　り

水　　遊　　び

もし、子どもたちだけで事故にあったら

企 業 対 象 暴 力 対 策 を 推 進 し ま し ょ う

支援センターの取り組み
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　県南保健所では、医療の安全と信頼を高め、患者サ

ービスの向上を推進することを目的として、県南地域

医療安全相談センターを設置し、医療に関する患者、

ご家族の苦情や相談を受け付けています。

※秘密は厳守されますので、安心してご相談ください。

午前９時～午後５時45分（平日の月曜日～金曜日）
電話、来所のどちらでも結構です。

島原市新田町３４７－９
県南地域医療安全相談センター（県南保健所総務企画課内）

TEL ０９５７－６２－３２８７
FAX ０９５７－６４－６５２０

　不妊は経験者にしかわからない心身共につらいもの。

そのつらさは目には見えないもので、理解されにくく、

そして他人に相談しにくいもの…、そんな雰囲気がま

だ社会にはあるように思われます。

　今回、下記のとおり講演会を開催することとなりま

した。また、不妊に悩む方の集いも開催いたします。

同じ悩みをもつ人同士で話すことで、少しでも楽にな

るように願っています。気軽にご参加下さい。

●日　時：７月８日㈰　13：30 ～ 15：30

●場　所：県南保健所　２階　会議室・研修室

●対　象：不妊で悩んでいる方やそのご家族、

　　　　　関心がある方、関係者など

●内　容：講演「不妊の悩みをひもとく　～子どもがいて

　　　　　もいなくても、大切なわたし・大切なあなた～」

●講　師：心理カウンセラー　赤城 恵子 先生

●日　時：７月８日㈰　15：40 ～ 17：00

●場　所：県南保健所　２階　訓練室

●対　象：不妊で悩んでいる方（ご夫婦での参加も可）

　※治療により妊娠された方、既に子どもさんがいら
　っしゃる方は、申し訳ございませんが、今回は遠慮
　いただいております。

●内　容：①お茶を飲みながら気軽におしゃべり

　　　　　②リラックスタイム　

●講　師：心理カウンセラー　　赤城 恵子　先生

●申し込み・お問い合わせ

　長崎県県南保健所　地域保健課保健福祉班

　住所：島原市新田町347-9　TEL：0957－62－3287

　乳幼児期は、生活習慣の基礎をつくる大切な時期です。

　しかし、家庭環境の変化や保護者の生活リズムの変化ととも

に、子どもの起床・就寝時間が遅くなり、朝食を食べない子ど

もが増えています。

　子どもの健やかな成長を促すためには、子どものリズムを中

心に考え、大人が生活のリズムを見つめなおすことも必要です。

　｢寝る子は育つ｣ということわざのとおり、子どもにとって

良い睡眠をとることはとても大切なことです。睡眠中は、体

の成長や回復に必要なホルモンが盛んに分泌されています。

また、睡眠が免疫力を高めるといわれています。

◆睡眠について

　いきなり早寝にするのは大変なので、まずは早起きからはじ

めてみましょう。カーテンを開けて朝日を浴びることで通常

25時間の人間の生物時計はリセットされるといわれています。

◆まずは早起きから

　朝ごはんを抜くと、昼食までエネルギーがからっぽの状態

のまま、むりやり体や脳を働かせている状態なので、体がだ

るくなったり、イライラしたり、集中力もなくなってしまい

ます。

　７月１日から31日までの１カ月間「愛の

血液助け合い運動」が展開されます。

　献血は、たくさんの人々の善意によって支

えられています。そして、一人一人の温かな

心が多くの尊い命を救っています。�

　市では右記の日程で献血を予定しています。

　皆様の献血に対する温かなご支援と積極的

なご参加をお願いします。

◆朝ごはんを食べましょう

・７時までに起きる。　　　・テレビやビデオの時間を決めて、見せっぱなしにしない。

・日中は体をよく動かす。　・照明を消して寝やすい環境を整える。

・夜９時までに寝かせる。　・朝食を準備する。

・朝食は家で食べる。　　　・休日も生活リズムを保つ。

生活リズムを整えるために家庭でできること できることから始めよう！

ひまわりプランアンケートより（対象者０～５歳児）

朝起きる時間

夜寝る時間

朝ごはんを食べている割合

午前9時以降 0.3%

午前8時～9時 1.6%

午前7時～8時 34.0%

午前6時～7時 62.3%

午 前 6 時 前 1.6%

午前0時以降 0.3%

午後11時～午前0時 0.9%

午後10時～11時 15.0%

午後9時～10時 70.1%

午 後 9 時 前 13.4%

毎日食べている

91.6%

週 3 ～ 6 日 7.2%

週 1 ～ 2 日 0.6%

食べていない 0.3%

約１割の子どもたちに
朝食の欠食があります

有 家 庁 舎

口之津保健センター

加津佐保健センター

西 有 家 庁 舎

南 有 馬 庁 舎

深江ふるさと伝承館

北 有 馬 総 合 支 所

９：3 0 ～ 1 1：3 0

1 2：3 0 ～ 1 5：3 0

０２日（月）

０４日（水）

０５日（木）

１０日（火）

１１日（水）

１２日（木）

２４日（火）

時　　　間 場　　　所実 　施　 日

相談受付時間

センター所在地

●実施日時・場所

※実施場所：口之津保健センター  TEL050-3381-5088

実　　施　　日

平成19年 ９月７日、14日、21日、28日

平成19年10月５日、12日、19日、26日

10：00～12：00

13：00～16：00

診 療 時 間

※実施場所：県南保健所　TEL0957-62-3287

実　　施　　日

平成19年11月２日、７日、16日、30日

平成19年12月７日、14日、21日

平成20年１月11日、18日、25日

10：00～12：30

13：30～16：00

診 療 時 間

生活リズムを整えよう
【早寝・早起き・朝ごはん】

今月のテーマ：乳幼児期「生活のリズム」

献血で広がる  みんなの思いやり、助け合いのこころ

広報 2007.７.1 22広報 2007.７.123



身 分

身 分

防衛大学校学生 ９ 月 ７ 日 ～ ９ 月 2 8 日
高卒（見込み含む）
２１歳未満の者

１次  11月10、11日
２次  12月11～14日

１次  12月05日
２次  ２月15日

９ 月 ７ 日 ～ ９ 月 2 8 日

８ 月 １ 日 ～ ９ 月 ７ 日

１次  11月３、４日
２次  12月５～７日

１次  ９月22日
２次  10月13～18日
３次  11月～12月7日

１次  11月27日
２次  ２月15日

１次  10月５日
２次  11月１日
最終  １月25日

９ 月 ７ 日 ～ ９ 月 2 8 日
１次  10月14日
２次  11月17、18日

１次  11月１日
最終  １月10日

８ 月 １ 日 ～ ９ 月 ７ 日

８ 月 １ 日 ～ ９ 月 ７ 日

年間を通じて行っております

１次  ９月17日
２次  10月５～12日

１次  10月１日
最終  11月14日

高卒（見込み含む）
２１歳未満の者

高卒（見込み含む）
２１歳未満の者

高卒（見込み含む）
２４歳未満の者

１８歳以上
２７歳未満の者

１８歳以上
２７歳未満の者

防衛医科大学生

航 空 学 生

看 護 学 生

一 般 曹 候 補 生 �

２等陸海空士（男子） ９月20日

９月24、25日

11月16日

11月16日２等陸海空士（女子）

資 格 受 付 期 間 試 験 期 日 合 格 発 表

給 与

休 日 休 暇

保 険

年 金

福 利 厚 生

特 別 職 国 家 公 務 員

防衛省共済組合施設（宿泊、野球場、テニスコートなど）その他、提携している保養施設等、割安で利用

退職共済年金、若年定年退職者給付金、生命共済年金、公務災害補償

生命共済、団体生命保険、団体障害保険、火災保険など�

年次休暇（２０日 /年）�

週休２日制、祝日、年末年始、夏期休暇、�

特別休暇など�

年次休暇（２４日 /年）�

週休２日制、祝日、年末年始、夏期休暇、�

特別休暇など�

初任給：月額１５７，５００円

　　　　（経験等で異なります）�

昇　給：年１回�

賞　与：期末・勤勉手当（ボーナス）�

　　　　年２回（６月・１２月）�

学　生　手　当：月額 １０６，６００円�

賞 与（期末手当）：年２回　�

　　　　　　　　計約３６０，０００円�

防 衛 大 学 校 学 生

防 衛 医 科 大 学 校 学 生

航 空 学 生 ・ 看 護 学 生

一般曹候補生・２等陸海空士

待遇/福利厚生 安定した待遇と、楽しい生活

防衛大学校生 航  空  学   生 看  護  学  生 一般曹候補生 ２等陸海空士
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　西有家町の須川共同墓地内に美しい形をした半円柱蓋石型（カマボコ型）と呼ば

れる砂岩製のキリシタン墓碑があります。この墓碑は昭和4年に出土したもので、

「吉利支丹墓碑」として国の史跡に指定されています。また「吉利支丹墓碑」は、今

年1月「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」として、市内からは「原城跡」、「日

野江城跡」とともにユネスコの世界遺産国内候補「暫定リスト」に登録されました。

　この墓碑の特徴は、十字紋と碑文を持つ点にあります。墓碑の上面には、風化

が進みわかりにくい状態になっていますが、大きな花十字紋が薬研彫りされてい

ます。また、正面軸部には二重の縁取りを施してその中に楔十字紋とローマ字に

よる碑文が刻まれ、後面軸部にも二重の縁取りを施してその中にクローバー十字

紋が平彫りされています。正面の碑文はポルトガル式綴字法によるローマ字で、

下記のように判読できます。ローマ字による金石碑文として日本最古のものであ

り、西暦年と元号年の両方が併記されたものとしても日本最古のものです。

●所在地：南島原市西有家町須川名松原 240

●交　通

　南島原市西有家庁舎より海側に徒歩５分、

　共同墓地内、白い十字架が目印

〔碑文〕FIRI  SACYEMO  DIOG  XONE  8 3  GOX  IRAI  1610  IVG  16  QEICHO  15

〔訳文〕

（ヒリ作右衛門ディオゴは、1610年・慶長15年10月16日の出生以来（83歳）まで生きた。）

※ 8 3 は、昭和 4 年出土当時、目撃した人の記憶による。

ヒリ 作右衛門 ディオゴ 生年 8 3 御出生 以来 1610 10月 16 慶長 15

※- -

　働き盛りを過ぎ、生活に張り合いが持てなくなったとき、脳が元気を失い始めます。

　脳を活性化させ､ 認知症を予防することで、生き生きとした生活をめざしましょう !!

65歳以上で介護保険を利用していない人

かなひろい検査･脳活性ゲーム、

講話 ｢認知症と物忘れのちがい｣ 等

南有馬町菖蒲田地区で
「お試し・かなひろいテスト」 体験中…

時間：13時30分～16時

口之津保健センター

有 家 保 健 セ ン タ ー

原城オアシスセンター

深 江 公 民 館

８月10日、17日、31日、９月６日

10月１日、11日、16日、30日

11月７日、14日、21日、28日

11月１日、８日、15日、26日

ふたいし

さ がん

や げん

くさび

つづり

墓碑全体像
〔縦120cm，幅56cm，高さ38.5cm〕

花十字紋（上面・拓本）

楔十字紋・碑文（正面・拓本）

クローバー十字紋（後面・拓本）
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未来につたえよう 吉利支丹墓碑（西有家町）

〔国史跡（昭和34年7月24日指定）〕

き り し たん



●幼児向けおはなし会
　７月７日㈯　15時半～16時
●おはなし会
　７月14日㈯　10時半～11時
●たんぽぽ夏まつりおはなし会
　７月21日㈯　14時～15時
●調べ学習優秀作品展示
　７月１日㈰～13日㈮
●私も図書館員　※小学生対象

　７月25日㈬、26日㈭
　※申し込みは14日㈯から

●おはなし会（１階おはなしのへや）
　７月３日㈫、10日㈫、24日㈫
　16時20分～
●幼児向けおはなし会（３階ホール）
　７月13日㈮　11時15分～11時半
●夏休み工作教室（３階ホール）
　７月27日㈮　13時半～14時半

●夏休み読書マラソン
　７月21日㈯～８月31日㈮
　自分が読んだ本の冊数で、マラソンをするよ！

●金よう日おはなし会
　７月13日㈮、27日㈮
　11時～11時半
●日よう日おはなし会
　７月22日㈰　15時～15時半
●ホーホー森の上映会
　７月14日㈯　14時～
●夏休み特別上映会
　７月28日㈯　14時～

●作ってあそぼう！～工作ランド～
　７月14日㈯　10時半～
●おはなし会「話の小箱」（ボランティア）

　７月21日㈯　14時～
●子どもお料理教室
　７月24日㈫、25日㈬

●おはなし会「ありんこのす」（こどもたち）

　７月28日㈯　11時～
●にこにこおはなし会（赤ちゃん向け）
　毎週水曜日　11時～

●おはなし会「ちゅーりっぷ」
　７月８日㈰、22日㈰　11時～
●としょかん De クイズ・くいず
　７月14日㈯～
●おってみゅーDay（おりがみ教室）
　７月28日㈯　14時～14時半
●コレジヨシアター（ビデオ上映会）
　７月29日㈰　11時～正午
　「なかよしおばけ」ジャック・デュケノア原作

●システム統合に伴う休館日

　７月16日（月・祝）、17日㈫

●おはなし会　７月21日㈯  14時～

●工作ひろば　７月28日㈯  14時～

●夏休み特別クイズ（夏休み期間中）

加津佐図書館
☎０５０（３３８１）５１１９

西有家図書館
☎０５０（３３８１）５１５５

口之津図書館
☎０５０（３３８１）５１８６

原城図書館
☎０５０（３３８１）５０７８ 有家図書館

☎０５０（３３８１）５０４６

深江ふるさと伝承館図書室
☎０５０（３３８１）５１２５

＊詳しいことは、館内ポスターや各図書館

　（室）に問い合わせの上、ご確認ください。

　「夏休みの宿題に何ば作ろう？？」という子どものために、「参

考にしてね」という思いを込めた図書館プロデユースの工作教室

です。「工作教室をなぜ図書館で？」「宿題は自分でさせんば！」

と、ずいぶん昔に子どもだった方たちは、そう思われるかもしれ

ません。確かにそうなのです。でも図書館には工作の本がたくさ

んあります。だからそれらの本を紹介したい、活用して欲しいと

思っています。図書館の本を参考にして、どれくらい道具を使い

こなし、創造性あふれるものを作り出せるのか、実際に体験して

楽しんで欲しいという願いで行っています。写真は、昨年のペッ

トボトルを使った風車作りの風景です。

　７月が始まりました。暑さもまだまだこれからが本番のようです。

毎年夏の時期になり、学校も夏休みに入ると、冷房のきいた図書館は、

いろいろな意味で大人気のような気がしています。

　今回は夏ならではの口之津図書館の風景を紹介したいと思います。

　少子化の中、夏休みの図書館は、元気な子どもたちであふれています。本を一生懸命選んで読んでいる子ども、宿題をした

り体験学習に参加している子どもを目にして、微笑ましいと感じられることでしょう。しかし一方で、元気がよすぎて、マナ

ーを守れない子どもも見かけられるかもしれません。それが夏の図書館の風景であり、みんなが利用する図書館の風景だと思

っています。利用者の方と共に、いっぱい褒めて、ときにはしかって公共でのマナーの大切さを諭す。そんな地域の子どもた

ちを見守っていける図書館でありたいと思っています。どうかご理解とご協力をお願いします。

　これは数年前から行っているもので、夏休みの子ど

もたちに、図書館の仕事を体験してもらう行事です。

普段図書館を利用している子どもたちは、職員を観察

しているようなので、だいたい図書館はどんなことを

するところかわかっているようです。そんな図書館の

仕事を、希望する子どもたちに、体験してもらおうと

いうものです。図書館は本を貸すだけのところではな

いことを伝えたい、学習して欲しい。そして自分なり

の図書館の利用の仕方を身につけてくれることを願っ

て行っています。写真は昨年の風景です。

さと

口之津図書館No.13

夏 の 図 書 館 を 利 用 さ れ る 市 内 の 皆 様 へ

夏 休 み 工 作 教 室 図 書 館 体 験 学 習

『夏休みを前に』～図書館の風景を紹介～
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　事　業　名　 時　　　間 場　　　所 備　　　考実 　施　 日

母子保健 ～乳児相談・両親学級・乳幼児健診・予防接種～

乳 児 相 談

１歳６ヵ月児健診

18日（水） ９：00～14：00 布 津 保 健 セ ン タ ー

有 家 保 健 セ ン タ ー 平成18年８月、12月、

平成19年４月生北有馬保健センター

口之津保健センター

９：00～14：00

10：00～15：00

10：00～15：00

19日（木）

24日（火）

26日（木）

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種 18日（水）

12日（木）
12：45～13：00（受付）
＊接種時間 約１時間＊

12：45～13：00（受付）
＊接種時間 約１時間＊

有 家 保 健 セ ン タ ー

原城オアシスセンター

口之津保健センター31日（火）

ポ リ オ 予 防 接 種
３日（火） 有 家 保 健 セ ン タ ー

布 津 保 健 セ ン タ ー25日（水）

布 津 保 健 セ ン タ ー 平成17年11月～12月生12：30～12：45（受付）３日（火）

北有馬保健センター 平成17年10月～12月生12：30～12：45（受付）５日（木）

両 親 学 級 原城オアシスセンター 栄養士の講話、調理実習・試食16：00～19：0021日（土）

３ 歳 児 健 診
有 家 保 健 セ ン タ ー 平成15年12月～平成16年１月生12：30～12：45（受付）27日（金）

北有馬保健センター 平成15年11月～平成16年１月生12：30～12：45（受付）20日（金）

腹 部 超 音 波 検 査

胃 が ん 検 診

40歳以上（５歳きざみ）

加津佐保健センター

口之津保健センター

加津佐保健センター

８：00～11：00（受付）

８：30～11：00（受付）
13：00～15：00（受付）

８：00～11：00（受付）

16日（月）～17日（火）

40歳以上
16日（月）～17日（火）

２日（月）～３日（火）

婦 人 が ん 検 診 ・
骨粗しょう症検診

24日（火）～25日（水）

16日（月）～17日（火）

布 津 保 健 セ ン タ ー

西有家保健センター

10：00～11：00（受付）

13：00～14：00（受付）
20日（金）

40歳以上（総合健診申込者）加津佐保健センター

40歳以上12：30～14：30（受付）
11日（水）～13日（金）

加津佐保健センター

８：00～11：00（受付）16日（月）～17日（火）

基本健診結果説明会 有 家 保 健 セ ン タ ー

乳がん 40歳以上女性（偶数年齢）

子宮がん 20歳以上女性（偶数年齢）

骨粗しょう症 30～75歳女性（５歳きざみ）

９：00～16：00

９：00～12：00

20日（金）

23日（月）

24日（火）

25日（水）

26日（木）

２ 歳 児 歯 科 健 診
布 津 保 健 セ ン タ ー 平成16年11月～12月生12：30～12：45（受付）10日（火）

加津佐保健センター 平成16年12月～平成17年２月生12：30～12：45（受付）６日（金）

生後３～６カ月

生後３～90カ月

　事　業　名　 時　　　間 場　　　所 備　　　考実 　施　 日

　事　業　名　 時　　　間 場　　　所 備　　　考実 　施　 日

住民健康診査 ～基本健診・胸部検診・大腸がん検診・腹部超音波検査・胃がん検診～

基本健診・胸部検診・
大腸がん検診

　　総 合 健 診　　
基 本 健 診 ・ 胸 部 検 診
大腸がん検診・胃がん検診［ ［

被爆者健康診断 ～被爆者健康手帳または健康診断受診者証を持参ください～

多発性骨髄腫検査同時実施原 爆 健 診

６月５日・６日受診者

６月７日・８日受診者

６月10日受診者

６月11日受診者

６月12日受診者

７月７月
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●マリンフェスタin
　くちのつ2007　
　（口之津港緑地公園）

参議院議員
通常選挙

参議院議員
通常選挙
期日前投票・
不在者投票

●マリンフェスタin
　くちのつ2007　
　（口之津港緑地公園）

●かづさ夏越まつり
　（南島原市商工会加津佐支所
　商工会館横駐車場）17：00～

月・MON 火・TUE 水・WED 木・THU 金・FRI 土・SAT日・SUN

15

21 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13

海の日

大暑

土用の丑

土用 勤労青少年の日

国民安全の日 小暑・七夕

●海の日祈願祭　
　八幡神社（南有馬町）

　９：00～
●ペーロン大会　
　南有馬町大江漁港
　10：30～

14

16 17
●行政相談
・深江ふれあいの家
　13：00～16：00
・西有家老人センター
　10：00～12：00
・加津佐公民館
　13：00～16：00

18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

●年金相談の予約・お問い合わせは各総合支所でお尋ねください。●行政相談のお問い合わせは各総合支所でお尋ねください。

●航海安全および豊漁
　祈願祭 八雲神社
　（口之津町） 8：30～
●海上安全祈願祭
　温泉神社（加津佐町）

　10：00～

●船員無縁仏供養
　平山船員墓地　
　（口之津町東方） 

　８：30～
　※雨天の場合は玉峰寺

●行政相談・原城文化センター
　13：00～16：00
●出張年金相談・南有馬庁舎
　会議室10：00～15：00
●西有家夏越祭り・そうめん祭り
　（天満神社および参道） 18：00～

●夏の口之津水着大撮
　影会10：00～15：00
　（口之津町白浜海水浴場）

●ありえ夏越まつり
　（有家町温泉神社）

　18：30～22：00

●行政相談
・南島原市商工会
　有家支所 17：30～
●交通事故巡回相談
・島原市役所
　10：00～16：00

◆平成９年の基礎年金番号の導入以前には、転職や転居等

　により、お１人が複数の年金番号を持つ場合も生じてい

　ましたが、１人１番号の基礎年金番号を用いて、年金記

　録の確認を簡易・迅速に行えるようにしました。

◆これまで、記録を結びつけるための照会を全被保険者に

　行い、また、年金の請求時にもご本人に確認してきまし

　たが、まだ約５０００万件の記録が、基礎年金番号に結

　びつけられていません。この未統合の記録は大切に保管

　されていますが、そのままでは年金支給に結びつかなく

　なるおそれがあります。

◆被保険者・年金受給者の皆様には、基礎年金番号に結びつけら

　れている加入履歴を順次送付いたします。ご疑問があれば、お

　問い合わせください。

◆５０００万件の記録を、被保険者・年金受給者の記録と、突き

　合わせ、未統合の記録がある可能性のある方には、お知らせし

　ます。

◆社会保険庁や市町村に記録がない場合には、領収書等の証拠が

　なくても、銀行通帳の出金記録、元雇用主の証言などを根拠と

　して、第三者委員会で判断してもらう仕組みを作ります。

◆５年の時効を超えた場合でも、全額お支払いできるようにする

　特別立法が国会に提出されています。（衆議院可決）

◎まむしが活動し始める季節になりました。野外での活動時にはご注意ください。

もし、咬まれたら　①まずは、救急車を呼ぶ　②一刻も早い応急処置（咬まれた個所より心臓に近い部分を軽く縛る）

※まむしの『血清』は薬事法に抵触するおそれがあるため、南島原市での保管は中止しています。

●行政相談
・南島原市商工会
　有家支所
　17：30～

参議院議員通常選挙 期日前投票・不在者投票
◆期間７月13日㈮～28日㈯ ◆場所 住所地の各総合支所（関連記事：P３）

あなたの年金記録をもう一度確認させて下さい！

　基礎年金番号にまだ統合されていない
　年金記録も、大切に保管しています。

　年金記録問題への新対応策を進めます。

～被保険者・年金受給者の皆様へ～    厚生労働省・社会保険庁

このたびの年金記録をめぐる問題については、
大変ご心配をおかけしておりますことを、心よりお詫び申し上げます。

お客様からのお問い合わせには真摯（しんし）に対応させていただきます。

緊急広報




